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性
に
優
れ
た
方
法
で
あ
る
が
、返
済

対
象
者
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、費
用

対
効
果
の
検
証
な
ど
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
。

数
を
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
今
後
は
農
業
委
員
会
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。
選
任
委
員
は
各
農
業
団
体
や

学
識
経
験
者
か
ら
幅
広
い
専
門
分
野

の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

の
で
、
農
業
協
同
組
合
、
農
業
共
済

組
合
、
土
地
改
良
区
が
推
薦
し
た
理

事
又
は
組
合
員
各
１
名
、
議
会
か
ら

推
薦
し
た
学
識
経
験
者
４
人
以
内
で

選
任
し
て
い
る
。
な
お
、
学
識
経
験

者
の
推
薦
人
数
は
議
会
に
お
い
て
決

定
さ
れ
る
。

付
税
措
置
を
加
味
し
、
毎
年
５
億
円

程
度
で
推
移
す
る
と
見
込
ん
で
お
り
、

債
務
負
担
行
為
償
還
計
画
Ⅲ
が
一
般

財
源
で
毎
年
８
億
円
の
償
還
を
計
画

し
て
い
た
も
の
を
比
較
す
る
と
約
３

億
円
の
負
担
軽
減
を
図
れ
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
軽
減
さ
れ
た
毎
年
の
負

担
額
に
つ
い
て
は
扶
助
費
等
の
義
務

的
経
費
の
増
加
に
も
対
応
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
市
民
生
活
関
連
事
業
等
に

も
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

０
０
５
台
、
原
付
２
種
（
51
㏄
～
125

㏄
）
が
７
６
４
台
の
計
４
７
６
９
台

で
あ
る
。
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る
「
モ
バ
り
ん
」
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
課
税
標
識
は
市
内
外
に

茂
原
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
動
く
広
告
塔
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
導
入
に

つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は

平
成
25
年
度
に
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
を
設
置
し
、
そ
の
中
で
調
査
項
目

を
検
討
し
た
上
で
ニ
ー
ズ
調
査
の
実

施
・
分
析
を
行
い
、
平
成
26
年
度
に

計
画
策
定
、
条
例
制
定
を
考
え
て
い

る
。
予
算
に
つ
い
て
は
新
規
の
事
務

事
業
と
し
て
要
求
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
公
立
長
生
病
院
新
Ａ
棟
の
整
備
計
画
に

つ
い
て

・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
配
信
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

・
公
共
施
設
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

・
赤
目
川
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て

・
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
完
成
見
通
し
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
圏
央
道
開
通
に
向
け
た
地
域
情
報
の
発

信
に
つ
い
て

・
地
域
の
祭
り
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
今
後
の
姉
妹
都
市
交
流
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
学
校
給
食
の
放
射
線
量
に
つ
い
て

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

農
業
委
員
の
削
減
に
つ
い
て

深
山　

和
夫　

議
員

（
平
成
ク
ラ
ブ
）

問	

日
本
の
農
業
は
遊
休
農
地
の
増

加
、
担
い
手
不
足
、
食
料
自
給
率
の

低
下
な
ど
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て

い
る
。
現
在
、
農
業
委
員
は
27
名
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
公
選
、
学
識
の

選
任
に
つ
い
て
は
半
数
に
し
て
も
差

し
支
え
な
い
と
考
え
る
が
、
当
局
の

今
後
の
指
針
を
伺
い
た
い
。

答	

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
農
業

者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
耕
作

放
棄
地
の
解
消
等
の
問
題
が
山
積
し
、

地
域
の
農
業
者
の
代
表
で
あ
る
農
業

委
員
の
役
割
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
農
地
法
の
改
正
に
よ
り
農
地

の
利
用
状
況
調
査
の
毎
年
実
施
が
義

務
付
け
ら
れ
、
遊
休
農
地
の
解
消
を

図
る
手
続
き
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
業
務
量
が
増
加
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
公
選
委
員
の

定
数
は
地
域
の
実
情
に
基
づ
き
必
要

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
今
年
度
の
一
般
質
問
に
お
け
る
提
案
提

言
の
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
学
校
給
食

費
の
軽
減
に
つ
い
て

・
廃
止
す
る
土
地
開
発
公
社
の
土
地
の
処

分
や
活
用
の
方
針
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
行
政
の
ス
リ
ム
化
に
つ
い
て

・
歳
入
の
確
保
に
つ
い
て

・
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

・
介
護
支
援
に
つ
い
て

・
市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

「
三
セ
ク
債
」
活
用
の
効
果につ

い
て

前
田　

正
志　

議
員

（
も
ば
ら
21
）

問	

第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債

（
三
セ
ク
債
）
の
活
用
に
よ
り
、
茂

原
市
土
地
開
発
公
社
に
関
す
る
市
の

債
務
負
担
が
年
額
約
３
億
円
ほ
ど
軽

減
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
約

３
億
円
を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
の
か
。

答	

三
セ
ク
債
に
つ
い
て
は
50
億
円

を
30
年
の
固
定
金
利
、
利
率
１
・
９

６
４
％
、
80
億
８
９
４
０
万
円
を
20

年
の
固
定
金
利
、
利
率
１
・
４
４

６
％
で
借
入
を
行
っ
た
。
三
セ
ク
債

活
用
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
は
市
の

負
担
は
支
払
利
息
に
対
す
る
特
別
交

原
動
機
付
自
転
車
の
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

竹
本　

正
明　

議
員

（
政
友
会
）

問	

茂
原
市
へ
の
一
体
感
の
醸
成
や

愛
着
感
の
向
上
、
地
域
振
興
、
観
光

振
興
を
図
り
、
茂
原
市
の
広
告
塔
と

し
て
活
用
で
き
る
原
動
機
付
自
転
車

に
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
モ
バ
り
ん
」
を

取
り
込
ん
だ
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
（
仮

称
モ
バ
り
ん
ナ
ン
バ
ー
）
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

答	

各
自
治
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
等
を
入
れ
た
原
動
機
付
自

転
車
の
課
税
標
識
に
つ
い
て
は
11
月

１
日
現
在
、
県
内
で
６
市
３
町
が
導

入
し
て
い
る
。
本
市
の
原
動
機
付
自

転
車
の
登
録
台
数
は
12
月
５
日
現

在
、
原
付
１
種
（
50
㏄
以
下
）
が
４

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

田
丸　

た
け
子　

議
員

（
公
明
党
）

問	

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
の

一
環
で
社
会
や
家
庭
で
安
心
の
子
育

て
支
援
の
た
め
の
子
育
て
関
連
三
法

が
成
立
し
た
。
本
市
に
お
け
る
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
の
設
置
時
期
や
事

業
計
画
の
策
定
予
定
及
び
新
規
事
業

に
伴
う
職
員
の
配
置
や
事
務
事
業
経

費
等
予
算
化
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

今
後
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

施
策
の
基
本
と
な
る
事
業
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
は
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
を
設
置
し
、
審
議
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。
現
在
、
国
か
ら
委
員

構
成
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
子
育

て
当
事
者
や
支
援
者
、
一
般
市
民
、

福
祉
・
教
育
、
保
健
医
療
関
係
者
な

ど
を
委
員
と
し
た
会
議
を
早
期
に
設

観
光
行
政
に
つ
い
て

平　

ゆ
き
子　

議
員

（
日
本
共
産
党
茂
原
市
議
団
）

問	

茂
原
公
園
は
市
民
の
憩
い
の
場

で
あ
り
観
光
の
拠
点
で
も
あ
る
が
、

案
内
板
や
表
示
板
は
ボ
ロ
ボ
ロ
、
弁

天
湖
の
渡
り
橋
は
通
行
止
め
で
何
年

も
放
置
状
態
。
景
観
を
意
識
し
た
整

備
が
必
要
で
あ
る
。
市
は
茂
原
公
園

の
あ
り
方
を
ど
う
認
識
し
、
今
後
ど

の
様
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

答	

茂
原
公
園
は
日
本
桜
名
所
100
選

に
選
ば
れ
、
多
く
の
桜
の
ほ
か
梅
や

つ
つ
じ
な
ど
四
季
折
々
の
花
や
木
々

が
市
民
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。

桜
ま
つ
り
で
も
多
く
の
市
民
や
観
光

客
が
訪
れ
て
お
り
、
本
市
の
貴
重
な

観
光
資
源
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
快
適
で
安
全
な
市

民
生
活
の
た
め
に
、
十
分
活
用
さ
れ

る
よ
う
環
境
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、


